
　　　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ

の
対
応
は
４
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す

が
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
は
依
然
と
し

て
一
定
の
制
限
下
に
あ
り
、
コ
ロ
ナ

禍
前
ま
で
の
状
況
を
取
り
戻
す
に
は

至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
原
油
価
格
や
原
材
料
価
格

の
上
昇
に
よ
る
物
価
高
騰
な
ど
、
私

た
ち
の
社
会
生
活
を
取
り
巻
く
状
況

は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
国
が
５

月
８
日
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
分
類
を
現
在
の
２
類
相
当

か
ら
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど

と
同
じ
５
類
に
移
行
す
る
と
の
方
針

決
定
を
受
け
、
同
感
染
症
を
取
り
巻

く
状
況
に
変
化
が
見
え
て
き
た
も
の

と
感
じ
、
登
別
市
も
状
況
の
変
化
に

対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
の
市
政
執
行
の
基
本

的
な
考
え
と
し
て
、
『
新
し
い
時
代

へ
つ
な
ぐ
、
着
実
に
前
進
す
る
ま
ち

づ
く
り
』
『
新
し
い
時
代
に
つ
な
が

る
、
誰
も
が
充
実
し
た
生
活
を
送
ら

れ
る
ま
ち
づ
く
り
』
『
新
し
い
時
代

に
つ
な
げ
る
、
活
気
に
あ
ふ
れ
賑
わ

い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
』
の
３
つ
を

柱
と
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
『
未
来
へ
つ
な
ぐ
』
こ

と
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
お
り
、

『
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
』
や
『
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
』
に
通
じ
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
最
終

目
標
年
と
な
る
２
０
５
０
年
と
い
う

『
遠
い
未
来
』
を
見
据
え
つ
つ
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
年
で
あ
る
２
０
３
０

年
の
『
近
い
未
来
』
を
常
に
意
識
し

な
が
ら
、
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
新

し
い
時
代
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　
『
Ｄ
Ｘ
の
推
進
』
に
つ
い
て
は
、

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
さ
ら
に

進
展
す
る
と
と
も
に
、
社
会
イ
ン
フ

ラ
の
老
朽
化
な
ど
社
会
課
題
が
深
刻

化
す
る
中
、『
新
た
な
日
常
』の
原
動

力
と
し
て
、
社
会
全
体
の
デ
ジ
タ
ル

化
が
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
Ａ
Ｉ
な
ど
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た

先
端
技
術
や
デ
ー
タ
の
有
効
活
用
な

ど
、
ま
ち
づ
く
り
や
行
政
経
営
に
お

い
て
デ
ジ
タ
ル
の
効
果
を
最
大
限
に

生
か
し
、
持
続
可
能
な
ま
ち
で
あ
り

続
け
る
と
と
も
に
、
『
住
み
続
け
た

い
、
住
ん
で
み
た
い
』
と
思
え
る
魅

力
を
高
め
る
た
め
、
『
デ
ジ
タ
ル
フ

ァ
ー
ス
ト
』
に
取
り
組
む
こ
と
を
こ

こ
に
表
明
し
ま
す
。

　
『
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
』
を
根

付
か
せ
、
Ｄ
Ｘ
に
し
っ
か
り
と
取
り

組
む
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
に
関
す
る
専

門
的
な
知
識
と
経
験
を
有
す
る
外
部

人
材
を
『
登
別
市
デ
ジ
タ
ル
フ
ェ
ロ

ー
』
と
し
て
委
嘱
し
た
ほ
か
、
新
た

な
組
織
体
制
と
し
て
Ｄ
Ｘ
推
進
室
を

設
置
し
、
推
進
体
制
を
確
立
し
て
い

き
ま
す
。

　
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
を

全
市
的
に
普
及
さ
せ
る
た
め
に
は
、

市
民
の
皆
様
、
市
内
事
業
者
の
皆
様

に
も
ご
理
解
い
た
だ
き
、
共
に
取
り

組
み
、
そ
の
効
果
や
利
便
性
を
実
感

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
肝
要
で
す
。

　
市
内
事
業
者
の
デ
ジ
タ
ル
活
用
に

適
応
で
き
る
環
境
づ
く
り
と
連
携
を

図
る
と
と
も
に
、
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ

ド
対
策
に
も
取
り
組
み
、
誰
一
人
取

り
残
さ
な
い
デ
ジ
タ
ル
化
を
基
本
に

変
革
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

は
じ
め
に

デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
を

表
明
し
ま
す

　２月から３月にかけて開かれた『令和５年第１回市議会定例会』。令
和５年度の予算案や条例改正などを審議・議決しました。
　初日の２月14日には、小笠原春一市長が、令和５年度のまちづくりを
どのように進めて行くかを示す『市政執行方針』を、安宅錦也教育長が
市の進める教育の在り方を示す『教育行政執行方針』を発表しました。
　今号では、両方針の概要と、関連する事業費、令和５年度当初予算の
概要についてお知らせします。

※要約・抜粋しています。 小笠原 春一 市長令和５年度 市政執行方針

令和５年度　市政執行方針・教育行政執行方針・当初予算の概要

▲デジタルフェロー就任に伴う
委嘱交付式

お がさわら はるいち

たくあ やきん
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▲新庁舎の透視図の一部

▲葬斎場

3

災害に強いまちづくり災害に強いまちづくり
新しい時代へつなぐ、着実に前進するまちづくり

　災害から市民の生命を守るため、津波対策について
は、ソフトとハードの両面での津波避難対策を推進す
べく、『日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震防災対策
推進計画』および『津波避難対策緊急事業計画』の策
定を進めるほか、風水害対策として、洪水浸水想定区
域が新たに指定された市内河川において、現行の防災
マップの別冊となる『（仮称）洪水ハザードマップ』
の作成に取り組んでいきます。
　また、災害時に市民が迅速に避難できるよう、登別
市連合町内会が主催する『（仮称）全市一斉避難訓練』
に協力し、「災害による犠牲者をひとりも出さない」
という強い意志を持ち、行政機関と市民などの公民連
携による取り組みを進めていきます。
　消防本部・消防署と鷲別支署を統合する消防本部新
庁舎については、令和７年度からの供用開始に向けて
着実に整備を進めていきます。

令和５年度　市政執行方針・教育行政執行方針・当初予算の概要

環境に優しいまちづくり環境に優しいまちづくり
　市は、昨年２月に『ゼロカーボンシティ』への挑戦
を表明しています。この実現に向けて、環境に配慮し
た取り組みをこれまで以上に進めていきます。

●市役所本庁舎建設事業費
●防災マップ更新事業費
●災害ボランティアセンター設置・運営支援事業費

●消防本部新庁舎建設事業費
●西いぶり消防指令センター整備事業費

１億2,796万円
205万円

130万円
14億9,039万円

721万円

●再配達削減チャレンジ事業費
●温暖化対策実行計画（区域施策編）策定事業費

●ゼロカーボンシティ重点対策加速化事業費
（省エネ促進事業）                  　
●ごみ減量化推進経費
●ゼロカーボンシティ重点対策加速化事業費
（再エネ促進事業）
●ゼロカーボンシティ重点対策加速化事業費
（温泉熱利用促進事業）

100万円

352万円

1,820万円
562万円

9,345万円

1,800万円

●地域公共交通関係経費
●葬斎場太陽光発電設備整備事業費
●市道舗装排水整備事業費
●橋梁長寿命化事業費
●都市公園施設長寿命化事業費

94万円
765万円

１億4,205万円
4,635万円
4,909万円

ＤＸの推進による持続可能な
行政経営
ＤＸの推進による持続可能な
行政経営
　社会全体のデジタル化がますます求められている中、
情報の発信、行政手続き、内部事務、市民サービスな
どのデジタル化を目指す必要があります。令和５年度
は、デジタルを活用することで、『市民サービスの変
革』『行政経営の変革』『まちづくりの変革』に取り
組みます。
　今後も市民の皆さんにとって有益な情報を提供し、
生活の利便性向上につながるよう、デジタルを活用し
た情報発信をさらに進めていきます。

●情報化推進経費
●庁内文書デジタル化事業費

7,835万円
37万円

持続可能で機能的なまちづくり持続可能で機能的なまちづくり
　人口減少が今後も進行することが予想される中、市
民の皆様が安心して住み続けるため、魅力のある機能
的なまちの構築を進めます。

重要施策１



　
令
和
５
年
度
は
、
市
内
全
小
中
学

校
に
学
校
運
営
協
議
会
を
設
置
し
て

10
年
の
節
目
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
成
果
と
課
題
を
検
証
し
、
今
後

の
方
向
性
を
明
ら
か
に
し
、
地
域
全

体
で
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
成

長
を
支
え
て
い
き
ま
す
。

　
児
童
生
徒
の
課
題
と
な
っ
て
い
る

算
数
・
数
学
科
の
学
習
支
援
と
し
て
、

小
学
校
４
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
を

対
象
に
、
新
た
に
オ
ン
ラ
イ
ン
演
習

教
材
を
導
入
し
、
学
習
内
容
の
確
実

な
定
着
と
学
力
の
底
上
げ
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　
北
海
道
立
教
育
研
究
所
や
登
別
市

情
報
教
育
推
進
協
議
会
と
連
携
し
、

教
職
員
研
修
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
積
極
的
か
つ
効
果
的
に
活

用
し
た
教
育
環
境
の
整
備
に
努
め
る

こ
と
に
よ
り
、
児
童
生
徒
の
情
報
活

用
能
力
の
育
成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
外
国
語
専
科
教
員
や
外
国
語
指
導

助
手
を
効
果
的
に
活
用
し
、
日
常
的

に
英
語
に
親
し
む
時
間
を
充
実
さ
せ

る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
生
徒
の
『
聞

く
・
話
す
』
能
力
の
向
上
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　
中
学
校
の
学
校
司
書
を
増
員
し
、

授
業
支
援
や
読
書
支
援
の
一
層
の
充

実
を
図
る
ほ
か
、
児
童
生
徒
が
気
軽

に
立
ち
寄
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
と

し
て
、
学
校
図
書
館
の
環
境
改
善
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
道
教
委
や
各
種
団
体
が
主
催
す
る

研
修
等
を
積
極
的
に
活
用
し
、
指
導

力
の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、『
登
別
市
教
育
委
員
会
デ

ジ
タ
ル
フ
ェ
ロ
ー
』
の
知
見
を
積
極

的
に
活
用
し
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

指
導
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
ほ
か
、

国
が
進
め
る
『
学
び
の
保
証
・
充
実

の
た
め
の
学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科

書
実
証
事
業
』
に
参
加
す
る
と
と
も

に
、
指
導
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
な

ど
を
整
備
し
な
が
ら
授
業
改
善
に
つ

な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
学
校
の
働
き
方
改
革
を
一
層
推
進

し
、
児
童
生
徒
に
対
し
て
質
の
高
い

教
育
活
動
が
持
続
的
に
行
わ
れ
る
よ

う
、
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
学
校
行
事
や
学
級
活
動
な
ど
を
通

し
て
自
己
肯
定
感
や
自
己
有
用
感
を

醸
成
し
、
人
権
を
尊
重
し
他
者
を
思

い
や
る
教
育
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た
体

験
活
動
や
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
に

努
め
る
と
と
も
に
、
地
域
社
会
へ
の

理
解
を
深
め
る
取
り
組
み
や
教
育
活

動
の
推
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
学
校
現
場
に
携
わ
る
一
人
一
人
が

い
じ
め
や
不
登
校
を
最
重
要
課
題
の

一
つ
と
捉
え
る
と
と
も
に
、
い
じ
め

の
未
然
防
止
や
早
期
発
見
・
早
期
対

応
、
不
登
校
と
な
っ
た
児
童
生
徒
に

対
し
て
個
別
最
適
な
支
援
を
推
進
す

る
た
め
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
機
能

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、『
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し
方
に
関

す
る
教
育
』
を
推
進
し
、
体
験
的
な

活
動
を
取
り
入
れ
た
授
業
に
も
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　『
鬼
っ
子
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
や
『
ピ

ン
ク
シ
ャ
ツ
デ
ー
』
な
ど
児
童
生
徒

が
い
じ
め
問
題
を
主
体
的
に
考
え
、

各
校
が
課
題
を
共
有
す
る
機
会
を
設

け
る
な
ど
、
引
き
続
き
『
み
ん
な
が

通
い
た
く
な
る
学
校
づ
く
り
』
の
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
私
は
、
長
年
に
わ
た
り
小
学
校
に
勤
務
し
、
登
別
の
子
ど
も
た
ち
と
共
に

歩
ん
で
き
ま
し
た
。こ
の
経
験
を
強
み
と
し
て
、未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、

一
層
の
成
長
を
促
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
社
会
の
担
い
手
と
な

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
実
効
性
の
あ
る
教
育
施
策
を
総
合
的
、
計
画
的
に

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
は
、教
育
に
お
け
る
『
不
易
』
と
『
流
行
』
を
見
極
め
、学
校
・

家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
、
あ
ら
ゆ
る
他
者

を
価
値
の
あ
る
存
在
と
し
て
尊
重
す
る
質
の
高
い
教
育
の
推
進
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　
ま
た
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協
働
を
さ
ら
に
進
め
な
が
ら
、
社

会
の
持
続
的
な
発
展
に
向
け
て
学
び
続
け
る
人
材
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、

共
に
学
び
支
え
合
う
社
会
の
実
現
に
向
け
た
教
育
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

教育行政執行方針
令和５年度

※要約・抜粋しています。

令和５年度　市政執行方針・教育行政執行方針・当初予算の概要

地
域
と
と
も
に
あ
る

学
校
づ
く
り

１
人
１
台
端
末
を

活
用
し
た
学
び
の
充
実

確
か
な
学
力
の
向
上

学
校
図
書
館

豊
か
な
人
間
性
の
育
成

い
じ
め
・
不
登
校
対
策

教
員
の
指
導
力
の
向
上

英
語
教
育

安宅 錦也 教育長
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▲観光交流センターヌプル

重要施策２ 新しい時代につながる、誰もが豊かに暮らせるまちづくり

地域共生社会の実現地域共生社会の実現
　人と人が世代や分野を超えてつながることで、住民一人一人の暮
らしと生きがい、地域をともに創っていく地域共生社会の実現に向
けた取り組みを進めます。

●子ども見守り強化事業費
●（仮称）幌別児童館統合整備事業費

72万円
1,470万円

●結婚新生活支援補助金
●子ども医療費助成経費
●認定こども園整備事業補助金
●妊婦保健事業費
●出産・子育て応援事業費
●子育て世代包括支援センター運営経費

600万円
4,303万円

３億1,552万円
1,557万円
1,112万円
16万円

●デンマーク友好都市中学生派遣交流事業費
●ウクライナ避難民支援事業補助金
●コミュニティセンター泉和園移転整備事業費 

386万円
315万円
601万円

誰もが安心して産み・
育てられる環境の充実
誰もが安心して産み・
育てられる環境の充実
　子どもを産みたい、育てたいと願う誰もが安心して
妊娠・出産・子育てができるように子育て世代を応援
する取り組みを進めます。

次世代を担う子どもたちを
育む環境の充実
次世代を担う子どもたちを
育む環境の充実
　次世代を担う子どもたちを安心して育てることがで
きる環境を整備します。

重要施策３ 新しい時代につなげる、活気にあふれ賑わいのあるまちづくり

●ふるさとまちづくり応援寄附金関係経費

●移住促進経費
●草地畜産基盤整備事業費
●創業支援事業費
●企業誘致等経費
●商談会等出展補助金
●商店街活性化事業補助金
●湯之国登別サテライトオフィス等利用促進事業費

●企業立地振興補助金
●企業研修型ワーケーション構築事業費
●市道石山通り整備事業費
●地域おこし協力隊関連事業費

５億7,600万円
 1,021万円
1,141万円
743万円
53万円
100万円
360万円

897万円
120万円
500万円
5,970万円
3,181万円

●観光振興特別対策事業補助金
●観光客誘客促進事業費
●道内周遊ルート構築事業費
●登別温泉・ウポポイライン運行支援事業費

●ＪＲ登別駅エレベーター等設置事業補助金

4,485万円
1,143万円
250万円

792万円

３億379万円
●観光交流センター
　整備事業費

●観光交流センター
　運営管理経費

6,748万円

4,002万円

観光地としての
新たな魅力づくり
観光地としての
新たな魅力づくり
　コロナ禍による影響から市内経済を再び成長させる
ための取り組みを進めます。

経済活性化、
関係人口の創出
経済活性化、
関係人口の創出
　市内経済が持続的に発展するための取り組みを進め
ます。

にぎ

2023.４月号 4令和５年度　市政執行方針・教育行政執行方針・当初予算の概要



　
令
和
５
年
度
は
、
市
内
全
小
中
学

校
に
学
校
運
営
協
議
会
を
設
置
し
て

10
年
の
節
目
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
成
果
と
課
題
を
検
証
し
、
今
後

の
方
向
性
を
明
ら
か
に
し
、
地
域
全

体
で
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
成

長
を
支
え
て
い
き
ま
す
。

　
児
童
生
徒
の
課
題
と
な
っ
て
い
る

算
数
・
数
学
科
の
学
習
支
援
と
し
て
、

小
学
校
４
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
を

対
象
に
、
新
た
に
オ
ン
ラ
イ
ン
演
習

教
材
を
導
入
し
、
学
習
内
容
の
確
実

な
定
着
と
学
力
の
底
上
げ
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　
北
海
道
立
教
育
研
究
所
や
登
別
市

情
報
教
育
推
進
協
議
会
と
連
携
し
、

教
職
員
研
修
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
積
極
的
か
つ
効
果
的
に
活

用
し
た
教
育
環
境
の
整
備
に
努
め
る

こ
と
に
よ
り
、
児
童
生
徒
の
情
報
活

用
能
力
の
育
成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
外
国
語
専
科
教
員
や
外
国
語
指
導

助
手
を
効
果
的
に
活
用
し
、
日
常
的

に
英
語
に
親
し
む
時
間
を
充
実
さ
せ

る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
生
徒
の
『
聞

く
・
話
す
』
能
力
の
向
上
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　
中
学
校
の
学
校
司
書
を
増
員
し
、

授
業
支
援
や
読
書
支
援
の
一
層
の
充

実
を
図
る
ほ
か
、
児
童
生
徒
が
気
軽

に
立
ち
寄
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
と

し
て
、
学
校
図
書
館
の
環
境
改
善
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
道
教
委
や
各
種
団
体
が
主
催
す
る

研
修
等
を
積
極
的
に
活
用
し
、
指
導

力
の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、『
登
別
市
教
育
委
員
会
デ

ジ
タ
ル
フ
ェ
ロ
ー
』
の
知
見
を
積
極

的
に
活
用
し
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

指
導
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
ほ
か
、

国
が
進
め
る
『
学
び
の
保
証
・
充
実

の
た
め
の
学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科

書
実
証
事
業
』
に
参
加
す
る
と
と
も

に
、
指
導
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
な

ど
を
整
備
し
な
が
ら
授
業
改
善
に
つ

な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
学
校
の
働
き
方
改
革
を
一
層
推
進

し
、
児
童
生
徒
に
対
し
て
質
の
高
い

教
育
活
動
が
持
続
的
に
行
わ
れ
る
よ

う
、
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
学
校
行
事
や
学
級
活
動
な
ど
を
通

し
て
自
己
肯
定
感
や
自
己
有
用
感
を

醸
成
し
、
人
権
を
尊
重
し
他
者
を
思

い
や
る
教
育
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た
体

験
活
動
や
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
に

努
め
る
と
と
も
に
、
地
域
社
会
へ
の

理
解
を
深
め
る
取
り
組
み
や
教
育
活

動
の
推
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
学
校
現
場
に
携
わ
る
一
人
一
人
が

い
じ
め
や
不
登
校
を
最
重
要
課
題
の

一
つ
と
捉
え
る
と
と
も
に
、
い
じ
め

の
未
然
防
止
や
早
期
発
見
・
早
期
対

応
、
不
登
校
と
な
っ
た
児
童
生
徒
に

対
し
て
個
別
最
適
な
支
援
を
推
進
す

る
た
め
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
機
能

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、『
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し
方
に
関

す
る
教
育
』
を
推
進
し
、
体
験
的
な

活
動
を
取
り
入
れ
た
授
業
に
も
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　『
鬼
っ
子
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
や
『
ピ

ン
ク
シ
ャ
ツ
デ
ー
』
な
ど
児
童
生
徒

が
い
じ
め
問
題
を
主
体
的
に
考
え
、

各
校
が
課
題
を
共
有
す
る
機
会
を
設

け
る
な
ど
、
引
き
続
き
『
み
ん
な
が

通
い
た
く
な
る
学
校
づ
く
り
』
の
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
私
は
、
長
年
に
わ
た
り
小
学
校
に
勤
務
し
、
登
別
の
子
ど
も
た
ち
と
共
に

歩
ん
で
き
ま
し
た
。こ
の
経
験
を
強
み
と
し
て
、未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、

一
層
の
成
長
を
促
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
社
会
の
担
い
手
と
な

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
実
効
性
の
あ
る
教
育
施
策
を
総
合
的
、
計
画
的
に

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
は
、教
育
に
お
け
る
『
不
易
』
と
『
流
行
』
を
見
極
め
、学
校
・

家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
、
あ
ら
ゆ
る
他
者

を
価
値
の
あ
る
存
在
と
し
て
尊
重
す
る
質
の
高
い
教
育
の
推
進
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　
ま
た
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協
働
を
さ
ら
に
進
め
な
が
ら
、
社

会
の
持
続
的
な
発
展
に
向
け
て
学
び
続
け
る
人
材
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、

共
に
学
び
支
え
合
う
社
会
の
実
現
に
向
け
た
教
育
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

教育行政執行方針
令和５年度

※要約・抜粋しています。

令和５年度　市政執行方針・教育行政執行方針・当初予算の概要

地
域
と
と
も
に
あ
る

学
校
づ
く
り

１
人
１
台
端
末
を

活
用
し
た
学
び
の
充
実

確
か
な
学
力
の
向
上

学
校
図
書
館

豊
か
な
人
間
性
の
育
成

い
じ
め
・
不
登
校
対
策

教
員
の
指
導
力
の
向
上

英
語
教
育

安宅 錦也 教育長
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▲観光交流センターヌプル

重要施策２ 新しい時代につながる、誰もが豊かに暮らせるまちづくり

地域共生社会の実現地域共生社会の実現
　人と人が世代や分野を超えてつながることで、住民一人一人の暮
らしと生きがい、地域をともに創っていく地域共生社会の実現に向
けた取り組みを進めます。

●子ども見守り強化事業費
●（仮称）幌別児童館統合整備事業費

72万円
1,470万円

●結婚新生活支援補助金
●子ども医療費助成経費
●認定こども園整備事業補助金
●妊婦保健事業費
●出産・子育て応援事業費
●子育て世代包括支援センター運営経費

600万円
4,303万円

３億1,552万円
1,557万円
1,112万円
16万円

●デンマーク友好都市中学生派遣交流事業費
●ウクライナ避難民支援事業補助金
●コミュニティセンター泉和園移転整備事業費 

386万円
315万円
601万円

誰もが安心して産み・
育てられる環境の充実
誰もが安心して産み・
育てられる環境の充実
　子どもを産みたい、育てたいと願う誰もが安心して
妊娠・出産・子育てができるように子育て世代を応援
する取り組みを進めます。

次世代を担う子どもたちを
育む環境の充実
次世代を担う子どもたちを
育む環境の充実
　次世代を担う子どもたちを安心して育てることがで
きる環境を整備します。

重要施策３ 新しい時代につなげる、活気にあふれ賑わいのあるまちづくり

●ふるさとまちづくり応援寄附金関係経費

●移住促進経費
●草地畜産基盤整備事業費
●創業支援事業費
●企業誘致等経費
●商談会等出展補助金
●商店街活性化事業補助金
●湯之国登別サテライトオフィス等利用促進事業費

●企業立地振興補助金
●企業研修型ワーケーション構築事業費
●市道石山通り整備事業費
●地域おこし協力隊関連事業費

５億7,600万円
 1,021万円
1,141万円
743万円
53万円
100万円
360万円

897万円
120万円
500万円
5,970万円
3,181万円

●観光振興特別対策事業補助金
●観光客誘客促進事業費
●道内周遊ルート構築事業費
●登別温泉・ウポポイライン運行支援事業費

●ＪＲ登別駅エレベーター等設置事業補助金

4,485万円
1,143万円
250万円

792万円

３億379万円
●観光交流センター
　整備事業費

●観光交流センター
　運営管理経費

6,748万円

4,002万円

観光地としての
新たな魅力づくり
観光地としての
新たな魅力づくり
　コロナ禍による影響から市内経済を再び成長させる
ための取り組みを進めます。

経済活性化、
関係人口の創出
経済活性化、
関係人口の創出
　市内経済が持続的に発展するための取り組みを進め
ます。

にぎ
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▲基金の前年度比

令和４年度

令和５年度

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0
（億円）

減債基金0.1億円

取り崩し予定 4.0億円

財政調整基金
11.6億円

超過納付金
11.6億円

財政調整基金
11.6億円

超過納付金
7.6億円

7

物価高騰などにより４億円の財源不足に物価高騰などにより４億円の財源不足に

特別会計

一般会計
令和５年度 当初予算の概要

　国民健康保険や介護保険など、使途が決まった収
入（保険料や使用料など）で特定の事業を行うのが
『特別会計』です。
　市には５つの特別会計があり、令和５年度の特別
会計当初予算の合計は104億7,910万円となりました。

公営企業会計
　民間企業と同様に、独立採算を原則として事業を
行うのが『公営企業会計』です。
　市には、水道事業、下水道事業、簡易水道事業の
３つの会計があり、令和５年度の公営企業会計当初
予算の合計は67億8,860万円となりました。

福祉や教育、公共施設の整備など市の基本的な事業を行うための予算

　令和５年度の一般会計当初予算は243億８千万円となりました。
　これまで市が将来にわたって利用される施設を整備するために国や銀行から借りたお金を返済する公債費が６千万
円減少した一方、物価高騰により燃料費や光熱水費が２億７千万円の増、消防本部新庁舎の建設工事やＪＲ登別駅の
エレベーター設置など、公共施設等の建設や道路の整備などに使
うお金が13億３千万円の増となったことなどから、前年度に比べ、
18億8百万円増となりました。
　また、令和５年度の支出と収入をそれぞれ見積もったところ、
支出が243億８千万円に対し、収入が239億８千万円となり、４
億円の財源不足が生じました。
　この財源不足については、市の貯金に当たる、備荒資金組合超
過納付金を取り崩して対応することとして予算を編成しました。
　市の貯金残高は、最低限必要な水準を確保しているものの、今
後は市役所本庁舎の建設などの大型事業が本格化することから、
将来にわたって安定的な財政運営が図られるよう、引き続き、収
入の増加や支出の節約に努めます。

　財政運営上は、収入全体の中で、自主財源である
市税の割合が高いことが望ましいとされていますが、
登別市は市税の割合が22.1㌫、地方交付税の割合が
25.1㌫と、地方交付税が高くなっています。
　令和５年度は、地方交付税の増を見込んだほか、
消防本部新庁舎の建設や市民会館、認定こども園な
どの整備を予定しているため、建設事業等を行う際
に借り入れる市債が大幅に増加しました。

支出
243.8億円
（＋18.1億円）
（　）は対前年度

増減額

総務費
19.4億円

（＋0.1億円）

8.0％

民生費
86.4億円

（＋5.6億円）

35.5％

土木費
20.6億円

（－2.8億円）

8.4％
教育費

13.1億円（＋4.1億円）

5.4％

公債費
22.9億円（－0.6億円）

9.4％

給与費
35.1億円

（－0.2億円）

14.4％

その他
46.3億円

（＋11.9億円）

18.9％
収入

243.8億円
（＋18.1億円）
（　）は対前年度

増減額

その他
49.7億円

（＋7.5億円）

20.3％

市税
53.8億円

（＋0.8億円）

22.1％

市債
27.4億円

（＋7.1億円）

11.2％

国・道支出金
51.8億円

（+０.7億円）

21.3％

地方交付税
61.1億円

（＋2.0億円）

25.1％

　民生費は、認定こども園整備事業補助金の増などに
より大きく増加しています。
　土木費は、千代の台団地の建替事業費の減などによ
り大きく減少しています。　
　教育費は、市民会館整備事業費の増や小学校校舎等
改修事業費の増などにより大きく増加しています。
　その他については、消防費が消防本部新庁舎建設事
業費の増などにより大きく増加しています。
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コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、
児
童

生
徒
の
体
力
の
低
下
が
見
ら
れ
る
た

め
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
の
派
遣
な
ど

を
通
し
て
、
体
育
指
導
の
充
実
や
運

動
の
習
慣
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、『
ノ
ー
ゲ
ー
ム
デ
ー
』や『
登

別
市
ケ
ー
タ
イ
・
ス
マ
ホ
３
つ
の

ル
ー
ル
』
の
周
知
徹
底
、
家
庭
に
お

け
る
『
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
』
の

啓
発
な
ど
、
規
則
正
し
い
生
活
習
慣

の
定
着
を
周
知
し
、
健
全
な
心
身
の

育
成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
円
滑
な
学
校
間
連
携
や
接
続
を
実

現
す
る
た
め
に
、
相
互
参
観
や
教
職

員
・
子
ど
も
の
交
流
を
継
続
す
る
と

と
も
に
、
発
達
段
階
や
学
び
の
連
続

性
を
踏
ま
え
た
活
動
の
充
実
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、『
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
問
題
未

然
防
止
事
業
』
を
推
進
し
、
小
中
学

校
９
年
間
を
見
通
し
た
学
習
指
導
や

生
徒
指
導
の
さ
ら
な
る
充
実
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

　
教
育
相
談
の
充
実
や
関
係
機
関
と

の
連
携
に
よ
り
、
特
別
な
支
援
や
合

理
的
な
配
慮
を
必
要
と
す
る
児
童
生

徒
が
幼
児
期
か
ら
一
貫
し
た
支
援
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
支
援
体
制
の
充

実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
避
難
訓
練
や
一
日
防
災
教
室
な
ど

の
防
災
教
育
の
ほ
か
、
災
害
等
の
発

生
時
に
児
童
生
徒
自
ら
が
適
切
な
対

応
が
と
れ
る
よ
う
、
平
時
か
ら

フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
の
視
点
を
生
か
し

た
教
育
活
動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
作
成
の
基
本
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
等
を
常
に
見
直
し
な
が
ら
、

感
染
状
況
を
的
確
に
把
握
し
、
感
染

症
の
拡
大
防
止
と
教
育
活
動
の
両
立

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
幌
別
小
学
校
と
幌
別
東
小
学
校
の

統
合
に
向
け
、
統
合
後
の
環
境
整
備

に
関
す
る
取
り
組
み
を
進
め
る
ほ
か
、

小
規
模
化
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
登

別
中
学
校
は
、『
地
区
別
検
討
委
員

会
』
に
お
け
る
地
域
の
議
論
な
ど
も

踏
ま
え
、
適
正
規
模
確
保
に
向
け
、

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
関
係
団
体
の
会
員
減
少
や
活
動
縮

小
な
ど
の
課
題
が
顕
著
化
し
て
い
る

た
め
、
世
代
や
団
体
の
垣
根
を
越
え

た
地
域
と
と
も
に
あ
る
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
の
実
現
に
向
け
て
、

関
係
団
体
相
互
の
連
携
の
強
化
と
役

割
の
整
理
に
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

　
新
た
な
地
域
ク
ラ
ブ
を
立
ち
上
げ
、

こ
れ
を
運
営
す
る
登
別
市
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
振
興
財
団
を
支
援
し
、
中
学

生
が
文
化
芸
術
や
ス
ポ
ー
ツ
に
継
続

的
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
老
朽
化

等
の
解
消
の
ほ
か
、
市
民
会
館
な
ど

の
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　
学
校
等
で
の
学
習
や
ま
ち
づ
く
り

な
ど
で
幅
広
く
活
用
さ
れ
る
よ
う
、

郷
土
資
料
館
の
歴
史
資
料
の
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
を
推
進
し
ま
す
。

　
知
里
幸
恵
の
生
誕
120
年
、『
ア
イ

ヌ
神
謡
集
』
出
版
100
年
を
迎
え
る
こ

と
か
ら
、
彼
女
の
生
涯
を
描
い
た
演

劇
の
鑑
賞
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
知
里
幸
恵
生
誕
地
の
森

の
整
備
に
取
り
組
む
ほ
か
、
観
光
交

流
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
を
図
る
な
ど
、

ア
イ
ヌ
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
、
関

心
が
高
ま
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
子
育
て
に
関
す
る
知
識
や
望
ま
し

い
生
活
習
慣
な
ど
を
学
ぶ
機
会
の
確

保
を
図
る
家
庭
教
育
の
充
実
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
街
頭
指
導
や
巡
回
指
導
な

ど
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、『
こ
ど

も
110
番
ス
タ
デ
ィ
ち
ゃ
ん
の
家
』
を

活
用
し
、
不
審
者
と
遭
遇
し
た
と
き

を
想
定
し
た
訓
練
を
実
施
す
る
な
ど
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
と
連
携
し
、
子

ど
も
の
非
行
防
止
や
登
下
校
時
の
安

全
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
安
全
で
安
心
な
給
食
を
提
供
し
、

郷
土
を
実
感
で
き
る
食
材
を
取
り
入

れ
、
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
が
深
ま
る

献
立
の
提
供
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
は
、
令
和
11
年
度
の
供
用
開
始

を
目
途
に
、
広
域
設
置
に
関
し
具
体

的
検
討
を
進
め
る
こ
と
を
表
明
し
ま

し
た
。

　
学
校
給
食
費
に
つ
い
て
は
、
食
材

料
費
等
の
高
騰
か
ら
値
上
げ
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
で
す
が
、
本
年
度
は

据
え
置
き
、
保
護
者
へ
の
間
接
的
な

経
済
的
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
質
の
高
い
魅
力
あ
る
図
書
館
を
目

指
し
て
、
資
料
の
収
集
整
備
に
努
め

る
と
と
も
に
、
郷
土
資
料
の
デ
ジ
タ

ル
化
に
取
り
組
む
ほ
か
、
子
ど
も
の

読
書
環
境
の
整
備
と
施
策
の
推
進
の

た
め
、『
第
４
次
登
別
市
子
ど
も
読

書
活
動
推
進
計
画
』
を
策
定
し
ま
す
。

ち   

り 

ゆ
き 

え
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策

学
校
部
活
動
の
段
階
的
な

地
域
移
行
の
推
進

幼
保
小
中
連
携

特
別
支
援
教
育

健
康
・
体
力
づ
く
り

安
全
対
策
・
安
全
指
導

学
校
の
適
正
配
置

ふ
る
さ
と
教
育

青
少
年
の
健
全
育
成

図
書
館

学
校
給
食

ア
イ
ヌ
文
化
の
振
興

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

令和５年度の教育にかかる主な予算

●いじめ・不登校等対策経費 11 万円
●小中学校情報教育推進事業費 3,879 万円
●アイヌ文化振興経費  262 万円
●生涯スポーツ振興及びスポーツ関連団体の育成経費 22 万円
●図書館運営管理経費 1,311 万円
 など
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▲基金の前年度比

令和４年度

令和５年度

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0
（億円）

減債基金0.1億円

取り崩し予定 4.0億円

財政調整基金
11.6億円

超過納付金
11.6億円

財政調整基金
11.6億円

超過納付金
7.6億円

7

物価高騰などにより４億円の財源不足に物価高騰などにより４億円の財源不足に

特別会計

一般会計
令和５年度 当初予算の概要

　国民健康保険や介護保険など、使途が決まった収
入（保険料や使用料など）で特定の事業を行うのが
『特別会計』です。
　市には５つの特別会計があり、令和５年度の特別
会計当初予算の合計は104億7,910万円となりました。

公営企業会計
　民間企業と同様に、独立採算を原則として事業を
行うのが『公営企業会計』です。
　市には、水道事業、下水道事業、簡易水道事業の
３つの会計があり、令和５年度の公営企業会計当初
予算の合計は67億8,860万円となりました。

福祉や教育、公共施設の整備など市の基本的な事業を行うための予算

　令和５年度の一般会計当初予算は243億８千万円となりました。
　これまで市が将来にわたって利用される施設を整備するために国や銀行から借りたお金を返済する公債費が６千万
円減少した一方、物価高騰により燃料費や光熱水費が２億７千万円の増、消防本部新庁舎の建設工事やＪＲ登別駅の
エレベーター設置など、公共施設等の建設や道路の整備などに使
うお金が13億３千万円の増となったことなどから、前年度に比べ、
18億8百万円増となりました。
　また、令和５年度の支出と収入をそれぞれ見積もったところ、
支出が243億８千万円に対し、収入が239億８千万円となり、４
億円の財源不足が生じました。
　この財源不足については、市の貯金に当たる、備荒資金組合超
過納付金を取り崩して対応することとして予算を編成しました。
　市の貯金残高は、最低限必要な水準を確保しているものの、今
後は市役所本庁舎の建設などの大型事業が本格化することから、
将来にわたって安定的な財政運営が図られるよう、引き続き、収
入の増加や支出の節約に努めます。

　財政運営上は、収入全体の中で、自主財源である
市税の割合が高いことが望ましいとされていますが、
登別市は市税の割合が22.1㌫、地方交付税の割合が
25.1㌫と、地方交付税が高くなっています。
　令和５年度は、地方交付税の増を見込んだほか、
消防本部新庁舎の建設や市民会館、認定こども園な
どの整備を予定しているため、建設事業等を行う際
に借り入れる市債が大幅に増加しました。

支出
243.8億円
（＋18.1億円）
（　）は対前年度

増減額

総務費
19.4億円

（＋0.1億円）

8.0％

民生費
86.4億円

（＋5.6億円）

35.5％

土木費
20.6億円

（－2.8億円）

8.4％
教育費

13.1億円（＋4.1億円）

5.4％

公債費
22.9億円（－0.6億円）

9.4％

給与費
35.1億円

（－0.2億円）

14.4％

その他
46.3億円

（＋11.9億円）

18.9％
収入

243.8億円
（＋18.1億円）
（　）は対前年度

増減額

その他
49.7億円

（＋7.5億円）

20.3％

市税
53.8億円

（＋0.8億円）

22.1％

市債
27.4億円

（＋7.1億円）

11.2％

国・道支出金
51.8億円

（+０.7億円）

21.3％

地方交付税
61.1億円

（＋2.0億円）

25.1％

　民生費は、認定こども園整備事業補助金の増などに
より大きく増加しています。
　土木費は、千代の台団地の建替事業費の減などによ
り大きく減少しています。　
　教育費は、市民会館整備事業費の増や小学校校舎等
改修事業費の増などにより大きく増加しています。
　その他については、消防費が消防本部新庁舎建設事
業費の増などにより大きく増加しています。
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コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、
児
童

生
徒
の
体
力
の
低
下
が
見
ら
れ
る
た

め
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
の
派
遣
な
ど

を
通
し
て
、
体
育
指
導
の
充
実
や
運

動
の
習
慣
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、『
ノ
ー
ゲ
ー
ム
デ
ー
』や『
登

別
市
ケ
ー
タ
イ
・
ス
マ
ホ
３
つ
の

ル
ー
ル
』
の
周
知
徹
底
、
家
庭
に
お

け
る
『
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
』
の

啓
発
な
ど
、
規
則
正
し
い
生
活
習
慣

の
定
着
を
周
知
し
、
健
全
な
心
身
の

育
成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
円
滑
な
学
校
間
連
携
や
接
続
を
実

現
す
る
た
め
に
、
相
互
参
観
や
教
職

員
・
子
ど
も
の
交
流
を
継
続
す
る
と

と
も
に
、
発
達
段
階
や
学
び
の
連
続

性
を
踏
ま
え
た
活
動
の
充
実
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、『
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
問
題
未

然
防
止
事
業
』
を
推
進
し
、
小
中
学

校
９
年
間
を
見
通
し
た
学
習
指
導
や

生
徒
指
導
の
さ
ら
な
る
充
実
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

　
教
育
相
談
の
充
実
や
関
係
機
関
と

の
連
携
に
よ
り
、
特
別
な
支
援
や
合

理
的
な
配
慮
を
必
要
と
す
る
児
童
生

徒
が
幼
児
期
か
ら
一
貫
し
た
支
援
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
支
援
体
制
の
充

実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
避
難
訓
練
や
一
日
防
災
教
室
な
ど

の
防
災
教
育
の
ほ
か
、
災
害
等
の
発

生
時
に
児
童
生
徒
自
ら
が
適
切
な
対

応
が
と
れ
る
よ
う
、
平
時
か
ら

フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
の
視
点
を
生
か
し

た
教
育
活
動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
作
成
の
基
本
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
等
を
常
に
見
直
し
な
が
ら
、

感
染
状
況
を
的
確
に
把
握
し
、
感
染

症
の
拡
大
防
止
と
教
育
活
動
の
両
立

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
幌
別
小
学
校
と
幌
別
東
小
学
校
の

統
合
に
向
け
、
統
合
後
の
環
境
整
備

に
関
す
る
取
り
組
み
を
進
め
る
ほ
か
、

小
規
模
化
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
登

別
中
学
校
は
、『
地
区
別
検
討
委
員

会
』
に
お
け
る
地
域
の
議
論
な
ど
も

踏
ま
え
、
適
正
規
模
確
保
に
向
け
、

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
関
係
団
体
の
会
員
減
少
や
活
動
縮

小
な
ど
の
課
題
が
顕
著
化
し
て
い
る

た
め
、
世
代
や
団
体
の
垣
根
を
越
え

た
地
域
と
と
も
に
あ
る
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
の
実
現
に
向
け
て
、

関
係
団
体
相
互
の
連
携
の
強
化
と
役

割
の
整
理
に
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

　
新
た
な
地
域
ク
ラ
ブ
を
立
ち
上
げ
、

こ
れ
を
運
営
す
る
登
別
市
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
振
興
財
団
を
支
援
し
、
中
学

生
が
文
化
芸
術
や
ス
ポ
ー
ツ
に
継
続

的
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
老
朽
化

等
の
解
消
の
ほ
か
、
市
民
会
館
な
ど

の
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　
学
校
等
で
の
学
習
や
ま
ち
づ
く
り

な
ど
で
幅
広
く
活
用
さ
れ
る
よ
う
、

郷
土
資
料
館
の
歴
史
資
料
の
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
を
推
進
し
ま
す
。

　
知
里
幸
恵
の
生
誕
120
年
、『
ア
イ

ヌ
神
謡
集
』
出
版
100
年
を
迎
え
る
こ

と
か
ら
、
彼
女
の
生
涯
を
描
い
た
演

劇
の
鑑
賞
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
知
里
幸
恵
生
誕
地
の
森

の
整
備
に
取
り
組
む
ほ
か
、
観
光
交

流
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
を
図
る
な
ど
、

ア
イ
ヌ
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
、
関

心
が
高
ま
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
子
育
て
に
関
す
る
知
識
や
望
ま
し

い
生
活
習
慣
な
ど
を
学
ぶ
機
会
の
確

保
を
図
る
家
庭
教
育
の
充
実
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
街
頭
指
導
や
巡
回
指
導
な

ど
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、『
こ
ど

も
110
番
ス
タ
デ
ィ
ち
ゃ
ん
の
家
』
を

活
用
し
、
不
審
者
と
遭
遇
し
た
と
き

を
想
定
し
た
訓
練
を
実
施
す
る
な
ど
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
と
連
携
し
、
子

ど
も
の
非
行
防
止
や
登
下
校
時
の
安

全
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
安
全
で
安
心
な
給
食
を
提
供
し
、

郷
土
を
実
感
で
き
る
食
材
を
取
り
入

れ
、
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
が
深
ま
る

献
立
の
提
供
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
は
、
令
和
11
年
度
の
供
用
開
始

を
目
途
に
、
広
域
設
置
に
関
し
具
体

的
検
討
を
進
め
る
こ
と
を
表
明
し
ま

し
た
。

　
学
校
給
食
費
に
つ
い
て
は
、
食
材

料
費
等
の
高
騰
か
ら
値
上
げ
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
で
す
が
、
本
年
度
は

据
え
置
き
、
保
護
者
へ
の
間
接
的
な

経
済
的
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
質
の
高
い
魅
力
あ
る
図
書
館
を
目

指
し
て
、
資
料
の
収
集
整
備
に
努
め

る
と
と
も
に
、
郷
土
資
料
の
デ
ジ
タ

ル
化
に
取
り
組
む
ほ
か
、
子
ど
も
の

読
書
環
境
の
整
備
と
施
策
の
推
進
の

た
め
、『
第
４
次
登
別
市
子
ど
も
読

書
活
動
推
進
計
画
』
を
策
定
し
ま
す
。

ち   

り 

ゆ
き 

え
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策

学
校
部
活
動
の
段
階
的
な

地
域
移
行
の
推
進

幼
保
小
中
連
携

特
別
支
援
教
育

健
康
・
体
力
づ
く
り

安
全
対
策
・
安
全
指
導

学
校
の
適
正
配
置

ふ
る
さ
と
教
育

青
少
年
の
健
全
育
成

図
書
館

学
校
給
食

ア
イ
ヌ
文
化
の
振
興

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

令和５年度の教育にかかる主な予算

●いじめ・不登校等対策経費 11 万円
●小中学校情報教育推進事業費 3,879 万円
●アイヌ文化振興経費  262 万円
●生涯スポーツ振興及びスポーツ関連団体の育成経費 22 万円
●図書館運営管理経費 1,311 万円
 など

62023.４月号令和５年度　市政執行方針・教育行政執行方針・当初予算の概要


